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（１）〈著書〉『新局玉石童子訓』［上］［下］（共著、2000年2月、5月、国書刊行会）

Ⅱ　研究活動　

現在の研究テーマ（3つまで）

（１）立耳軒作実録の評価と文学史的位置付け

（２）いわゆる二流読本の再評価

Ⅰ　教育活動

本年度担当科目

（２）〈論文〉「『月都大内鏡』の出版」（単著、1997年10月、『国語国文』45-55頁）（査読あり）

（３）〈論文〉「近世中期成立通俗軍書の相互関係—立耳軒作品と『太閤真顕記』『真田三代記』」（単著、
                        1999年12月、『鯉城往来』第2号、102-119頁）（査読なし）

（４）〈論文〉「『俊傑神稲水滸伝』序論」（単著、2015年6月、『読本研究新集』第7集、91-107頁）（査読あり）

（５）〈論文〉「『俊傑神稲水滸伝』における悪—君、君たらざれば—」（単著、2016年6月、『読本研究新集』第8集、
　　　　　　　53-70頁）（査読あり）

学会、所属団体における活動　（本年度を含む過去3年間の研究業績）　H29・H30・R1　　　　　　　　　　

本年度を含む過去3年間の研究業績　R1・H30・H29

R１    〈著書〉『翻刻「女熊阪朧夜草紙」』（共著）尾道市立大学、全86頁
          〈著書〉『享和・文化初期読本の基礎的研究』（共著）西日本近世小説研究会、科研報告書、全125頁
　　　 〈論文〉博士論文「長編実録と読本の研究」（単著）上智大学学位論文（博士）、全418頁、査読あり
　　　 〈論文〉「『［後藤基次］豪傑功名記』論（二）—基次と長政—」（単著）『鯉城往来』第22号、1-16頁、
　　　　　　　　査読なし
　　　 〈論文〉「『絵本雪鏡談』論」（単著）『読本研究新集』第11号、査読あり
　　　 〈論文〉「翻刻『［後藤基次］豪傑功名記』（四）」（単著）『尾道市立大学芸術文化学部紀要』第19号、
　　　　　　　　査読なし

Ｈ30  〈著書〉『翻刻「［念仏塚／高砂松］則定仁勇伝」』（共著）尾道市立大学、全113頁
          〈論文〉「『小夜鵆真砂物語』論」（単著）『読本研究新集』第10集、135-150頁、査読あり
　　　 〈論文〉「翻刻『龍神笛邑雨記』」（単著）『鯉城往来』第21号、126-164頁、査読なし
　　　 〈論文〉「翻刻『［後藤基次］豪傑功名記』（三）」（単著）『尾道市立大学芸術文化学部紀要』、
　　　　　　　　87-107頁、査読なし

Ｈ29  〈著書〉『翻刻「月華惟孝」』（共著）尾道市立大学、全76頁
　　　 〈著書〉『翻刻「斯波遠説七長臣」』（共著）尾道市立大学、全113頁
          〈論文〉「『女熊阪朧夜草紙』論—岩井半四郎演じる小蝶—」（単著）『読本研究新集』第9集、45-61頁、
　　　　　　　　査読あり
　　　 〈論文〉「加藤清正—関ヶ原不参加は家康の謀略によるものか？」（単著）『アジア遊学』212、155-166頁、
　　　　　　　　査読なし（関ヶ原はいかに語られたか　いくさをめぐる記憶と言説）（勉誠出版）
　　　 〈論文〉「明治期出版の『曾我物語』（一）—活字本—」（単著）『鯉城往来』第20号、30-47頁、査読なし
　 　　〈論文〉「翻刻『［後藤基次］豪傑功名記』（二）」（単著）『尾道市立大学芸術文化学部紀要』第17号、
　　　　　　　　23-44頁、査読なし
　　　 〈辞典等項目執筆〉『浮世草子大事典』（共著）笠間書院　担当は６項目

Ｈ28以前の主な研究業績

授業科目

日本文学史Ⅳ（近世）、日本文学講読Ⅳ（近世）、日本文学講義Ⅱ（近世）、近世文学専門演習ａ、近世
文学専門演習ｂ、卒業論文（構想・準備）、卒業論文（制作）、文芸創作入門Ⅱ、尾道学入門、文化財学

日本文学・言語文化総論、日本古典文学特講、日本古典文学演習

所属学会・所属団体　役職等と任期

上智大学国文学会（評議委員2018～2019年）、広島文教大学国文学会、尾道市立大学日本文学会、日本近世文学会、
西日本近世小説研究会、広島近世文学研究会（編集委員2013年～現在に至る）、読本研究の会（会長2013年～現在
に至る）（編集委員2013年～2017年）



委員長･委員等の別 出席回数（回）

（１）尾道市関係 会員 1回尾道市図書館協議会

　公開講座は文学談話会の１回を担当。模擬授業は高校への出講を２回、またその他に尾道ロータリークラブでの講話を１回
担当した。

Ⅳ　社会活動

１．学外活動（本年度1年間の活動状況）

　留学生サマープログラムにおいて、１講義を担当。また留学生の発表会ならびに夕食会に参加。
　留学生との交流会ならびに夕食会に２回参加。

２．委員会及び協議会委員（本年度1年間の活動状況）　　　　

 委員会等の名称


